人生は廻る輪のように

地球に生まれてきて、あたえられた宿題をぜんぶすませたら、

もう、からだを脱ぎ捨ててもいいのよ。

からだはそこから蝶が飛び立つさなぎみたいに、

たましいをつつんでいる殻なの。

ときがきたら、からだを手ばなしてもいいわ。そしたら、

痛さからも、怖さや心配からも自由になるの。
神さまのお家に帰っていく、とてもきれいな蝶のように自由に……。

―がんの子どもへの手紙から　エリザベス・キューブラー・ロス―
第1章 偶然はない 
・起こったことは起こるべくして起こったのだ。

・だれだって生きていれば辛苦を経験する。
つらい経験をすればするほど、人はそこから学び、成長するのだ。

・逆境だけが人を強くする。

・教訓を学んだとき、苦痛は消え失せる。

・存在の唯一の目的は成長することにあると信じているわたしは後者(傷を癒して愛しつづけること)を選ぶことをためらわなかった。

第1部 二十日鼠の巻

第2章 さなぎ
・神が人間にあたえた最高の贈り物は自由意志だ。

・ありうるかぎり最高の選択をする人の両肩には自由意志がどっしりと重い責任をのせてくる。

・自分らしさがはっきりしない三つ子に生まれたのはなぜか？

父はなぜあれほど頑固なのか？母はなぜあれほどやさしいのか？

なるべくしてそうなっていたのだ。それは｢計画｣の一部だった。

第3章 瀕死の天使 
・アフリカの写真集と黒いウサギのブラッキー

第4章 愛しのブラッキー 
・｢良い死｣とよんでいる死を迎えた。自宅で愛につつまれながら尊敬と尊厳と思慕の念をあたえられて息をひきとった。家族は伝えたいことを全て伝え、未練と後悔のない悲しみに沈んでいた。

・死はある程度選ぶことはできる。

第5章 信仰、希望、愛 
大切なのはいかに崇拝するかではなく、いかに生きるかなのだという主張によって神と信仰を擁護した｡｢あなたは日々､神が差しのべてくださるもののなかから最高の選択をしなければなりません｡｣

第6章 はじめての白衣 

第7章 約束 

第8章 大義 

第9章 祝福の土 
運命は信仰とよく似ているものだ。
どちらにも神の意思を熱烈に信じるこころが求められる。

回復力は無限とも思われるものだった。かれらの勇気と生への意思は私に強烈な印象を与えた。回復率を高くしているものは生への強い決意だけだと思わざるをえないことが何度もあった。人間存在の本質、生きとし生けるものの本質はただ生きること、生存することにあるのだと気づいた。かつて目標はいのちの意味の解明にあると書いた覚えがある者にとって、それは生きるうえでもっとも深遠な教訓となった。

ユダヤ人と神の祝福を受けた特別な土は後に命を救ってくれる土に

第10章 蝶の謎 
ポーランドのマイダネック､ブーヘンヴァルト､ダッハウのようなおぞましい場所と無数の蝶のイメージの絵→｢なぜ蝶なの？｣と25年間問い続けた｡

｢せっかく救われた命を､憎しみの種をまきちらすことに使ったとしたら､わたしもヒトラーと変わらなくなる｡憎しみの輪をひろげようとする哀れな犠牲者のひとりになるだけ｡平和への道を探すためには､過去は過去に返すしかないのよ｣

｢たったひとりでもいいから､憎しみと復讐に生きている人を愛と慈悲に生きる人に変えることができたら､私も生き残った甲斐があるというものよ｣

医学校に入りたいという気持ちは変わらなかった｡しかし､人生の目的はすでに決まっていた｡未来の世代がもう一人のヒトラーをつくりださないようにすること､それが目的だった。

「ヒトラーは私たち全員のなかにいるの」人は状況しだいで変わるのだ。差別主義者の患者と看護婦たちにポーランドの土を見せ､私がそれを大切にしている理由を言って聞かせた｡｢ポーランドの子どもの母親もドイツの子どもの母親もちがいなんかあるもんですか！｣

第２部 熊の巻

第11章 一族再会 
もうだめだと　思ったときはいつも　どこからともなく

小さな光がやってくる

その小さな光をみると　また勇気がわいてくる

そして、もう一歩前に進む　力がわいてくる
第12章 医学校 
専門医ではなく､カントリー・ドクターになる決心

第13章 医学校で教えないこと 
1957年秋、待望の医者に

インドへ外科研修にいくという計画が頓挫⇒1958年2月に結婚

カントリー･ドクターに

妹の夫の死。看取りのときに電話があったにも関わらず、診察等で間に合わなかったことに対する後悔

第14章 医師、エリザベス・キューブラー・ロス

雁はどのようにして旅立つときを知るのだろうか？だれが季節の到来を教えるのだろうか？人間にも前進するときというものがある。そのときをどうやって知るのか？渡り鳥と同じように､人間もたしかに知っている｡耳をかたむけさえすれば､内なる声が聞こえる｡
未知の世界へと旅立つときを告げる､はっきりとした声が｡

合衆国に到着する前夜､馬に乗って荒野を疾駆しているアメリカ先住民の夢をみた。子どものころから先住民の楯や独特の模様にひどく惹かれていた。夢は｢未知への旅とは､じつは故郷に帰ることなのだ｣と告げているようだった。

望むものがあたえられるとは限らないが、神はつねにその人が必要としているものをおあたえになるのだ。
第15章 マンハッタン州立病院 
スイスの父からの肺塞栓末期であるとの手紙｡手遅れにならないうちに父との関係の修復をしておく必要があった｡
かつてないほど深く心を通わせることができた｡

1959年7月､重度精神障害者が20年以上暮らしている建物群に勤務｡生き地獄、狂った悪夢だった。
コカコーラと煙草という給料で自立心を促し､自分のことは自分でする方向に病院の習慣を変えた｡

｢その患者さんのことがわかったら､いいと思うことをしているだけです｣｢薬物で麻痺させておいて治れといっても無理な話ですわ｡人間として接する必要があるんです｣｢ちゃんと名前でよび､患者さんの癖もわかっています｡そうすれば応えてくれますわ｣

一般開放日プログラム⇒地域の人を病院に招いて患者と養子縁組

二度にわたる流産ののち､今度は無事生まれそうな気がした｡

知識は助けにはなりますが知識だけで人を助けることはできない｡

第16章 死ぬまで生きる 

人間には薬剤や科学をこえて治る力があることを学んでいた｡

｢なぜこのわたしが？｣と泣いて訴えられた｡その人たちが神と和解していくときのことばを聞いた｡心を配る人間がそばにいれば瀕死の人たちもいずれは受容の段階に到達するということに気づいた｡

死だけではなく､どんな種類の喪失に対処するときにも応用できる｡

ひたすら耳をかたむけることによって､瀕死の患者は必ず自分の死を知っているものだということに気づくようになった｡

スイスの父の終末医療｡書類に署名して自宅に連れて帰った。

みえない祖父に向かって話しかけ、みじめな老人ホームで死なせてしまったことをしきりに詫びはじめた。はっきりとした見当識があり､ひとつのリアリティーと別のリアリティーとを意図的に往来していた｡父はやりのこした仕事の清算をしていた｡
父はもうそこにはいなかった｡エネルギー､霊魂､こころ…なんであれ､父を父たらしめていたものが消えていた｡たましいが肉体を離れていた｡父が祖父のみちびきでまっすぐに昇天したこと、神の無条件の愛にしっかりと抱かれていることを確信した。死後の命についての知識は何もなかったが､父がようやくやすらぎの境地に達したことだけは信じられた。

｢父は死ぬまで立派に生きた｣

第17章 はじめての講義 

アリゾナなどアメリカ西部の旅で気味の悪いほどの懐かしさで胸が締め付けられるほどだった。

輪廻転生についてはなにも知らない。輪廻転生などお香の匂いがたちこめる部屋で前世について議論している風変わりな人たちのものだとばかり思いこんでいた。
わたしの気風にはなじまなかった｡わたしは検査室にいるときがいちばん安心しているような人間だった｡でも､いまではわかっている｡こころや精神には顕微鏡や化学反応では突きとめられない謎がある。

また二度にわたる流産

マーゴリン教授の旅行中に医学校の講義の代役を指名された｡

｢死｣というテーマを思いつく。

16歳の少女､リンダ

みなさんは死の床にある患者がどんな気持ちでいるのかがわかるようになるでしょう｡自分がその立場だったらそう接してもらいたいような、慈悲の心です｡

リンダは学生たちに人生の終末にはなにが意味をもち、なにが貴重なのか、わたしたちの時間とエネルギーを無駄にしているものがなんなのかを､身をもって教えてくれた。…死にゆく患者のことばに耳を傾けさえすれば、生について無限に多くを学ぶことができるのだ。

第18章 母性 

第19章 死とその過程について 
シカゴの神学生の訪問がきっかけ

｢死とその過程｣セミナー

黒人の清掃員から教えを請う。

｢いいですか、死はわたしにとって､なじみ深いものなんです。古い古いつきあいですからね。｣「しゃべる人がだれもいないんです｡だから､そばにいくんです｡ときには手をにぎって､心配することはない、死はそんなに怖いものじゃないって､いってあげるんです」

生きなさい｡ふり返っていのちを無駄にしたと後悔しないように。

生きなさい。してきたことを悔やみ、別の生きかたを望むことのないように。正直でじゅうぶんな人生を生きなさい。生きなさい。

第20章 こころとたましい 
全ての宗教が基本的には同じ知恵を伝えようとしているにもかかわらず世界がかくも異なった、ときにはたがいに対立する宗教教団や教派を必要としてきたことの理由について論じるのがむずかしいと感じる人は、将来かなり苦労することになると思った。

第21章 母の最期 
なぜかはわからないが、神はそんな状態のままの母を、それから４年も永らえさせた。統計学的にはありえないことだった。…わたしの思いはいつもあのツェルマットの夜に帰っていった。植物状態になったらいのちを絶ってと懇願する母の声が耳の奥で響いていた。

母は確かに予感していたのだ。

…。母は依然として愛を感じ､愛をあたえていた。自分だけのやりかたで、母は成長をつづけ、学ぶべき教訓を学んでいた。そのことはすべての人に知って欲しい。人は学ぶべきことをすべて学んだときに人生を終えるのだ。そう考えると母に懇願されたようにわたしの手で息の根をとめることなど、以前にもましてできるはずがないと思うようになった。母がなぜそのような終わり方をするのか、それが知りたかった。神はこの愛すべき女性にどんな教訓をあたえようとしているのか、わたしはたえずそう自問しつづけた。しかし、延命装置なしに生存をつづけているかぎり、母を愛すること以外に、すべきことはなにもなかった。

第22章 いのちの目的 
盲目の娘を産んだ母親に対して

｢期待を全部捨てるのよ。お嬢さんを神からの贈り物として愛し、抱きしめるだけでいいの｣｢そのうちに、神がお嬢さんに授けられた特別な贈り物が姿を現すわ｣　⇒　娘さんはピアニストに
人生に保証はない。だれもが難問に直面する。直面することによって学ぶようにできている。

臨終の患者から死について何を学んだかというと、時間切れになる前にやればできたこと、やるべきだったこと、やれなかったことについて貴重な教訓を分かち合ってくれた。人生を振り返り、死にかんしてではなく、生にかんして真に意味のあることがなんだったのかを教えてくれたのである。

第23章 名声
『ライフ』誌の記者からの取材

家族を廊下や待合室に残したまま、たった一人で死んでいくなどエヴァのみならず、だれにとってもありえないことだった。病院でなによりも人間の欲求が最優先される日がくることをわたしは胸に思い描いた。

第24章 シュウォーツ夫人 
たとえ怒り狂っていた患者にもいまわの際にはいかに静謐なリラックスした瞬間がおとずれるものかに気づいていた。

いよいよ臨終が近づくと、先に亡くなった愛する人たちと再会し、現実そのもののような経験をしているようにみえる患者もたくさんいた。かれらはわたしにはみえない人たちと生き生きとした会話を交わしていた。例外なく、どんな場合でも死の直前には独特の静けさがおとずれていた。

いのちはどんなかたちで去っていくのか？

夫人(※エリザベスの亡くなった元患者)は前回と同じ話に加えて、自らの｢臨死体験｣(当時このことばはまだなかった)を語った。

・死の瞬間にも意識が存続し、観察や思考ができること、痛みも感じないこと。夫人の体験が頭から離れなくなった。

第25章 幽霊 
ゲインズ牧師とそれぞれ20症例、計40症例を集めることにした。

｢死とその過程｣のセミナーをやめようとしたとき､シュウォーツ夫人の幽霊（※いわゆる物質化）が現れ、考えを改めるようにせまり､証拠となるメモを残した｡
第３部 野牛の巻

第26章 ジェフィー 
子どもの死を受容するのはけっして容易なことではない。だが、自分に何が必要かはおとなより子どものほうがずっと正確に知っているものだということをわたしは学んできた。いちばんの問題はそれが聞きとれるかどうかなのだ。

やり残した仕事として、自転車に乗り、その自転車を弟に譲った少年の話。

第27章 死後のいのち 
1970年代の前半だけでもムワリムとわたしとで約２万人の患者に面接をした。患者の年齢は２歳～99歳まで｡文化的にも多種多様だった。すべての症例の臨死体験には共通性があり、体験の真実性を強く示唆していた。
・まったく苦痛がともなわないこと。

・二度とこちら側に帰ってきたいとは思わなかったこと。

・かつて愛し愛された人たちと再会したこと。あるいはガイド役の存在と出会ったこと。

・もう元の世界には帰りたくないという意味の声を聞くが、｢まだその時期ではない｣という意味の声を聞くことになる。

・科学的結論―従来のような意味での死は存在しない。肉体の死を超越したところまで踏みこまなければならない。肉体以外のたましいや霊魂といったもの、いのちに対する高度な理解、死後も連続する何かを吟味しなければならない。

第１期－肉体からぬけだして空中に浮かび上がる。

第２期－肉体を置き去りにして、別の次元に入る段階である。

第３期－守護天使にみちびかれて、トンネルや門を通過。人によってそのイメージはさまざま。最後にまぶしい光を目撃すること。

第４期―至上の本源を目前にしたと報告する段階

真の無条件の愛

第28章 証拠物件 
1974年の9月12日、母親が4年間お世話になっていたスイスの老人ホームで亡くなった。わたしは死を受容できずに神を呪っていた。人の世話をすること、愛をあたえることだけに81年の生涯を費やした母のような女をなぜ植物状態のまま4年も寝たきりにさせたのですか？－母の不得意科目、世話を受け愛情を受ける方法を身につけることであった。

｢イースターのうさちゃん｣ということばから40年近くも抑えていた苦痛、怒り、不公平感がとつぜん洪水のように氾濫してあのとき流すべきだった涙を今日流したのだということがはっきりした。

・吝嗇な男に対するアレルギー

・内なる否定性

・内なる黒兎

・妖精の写真と守護霊の写真

第29章 異界とのチャネリング 

第30章 死は存在しない 
自分がいいと感じたことをやるだけ

・死とその過程　死ぬ瞬間

・死が存在しないことを世界に伝えるときがきたのだ

・死と死後の生
・聴衆の中の一人の女性、2歳の息子ピーターの臨死体験の話

・体外離脱体験
第31章 わが宇宙意識 
・ロバート・モンロー農場の実験室で2度目に体外離脱を体験

・ゲストハウスでの不思議な体験－１０００回以上の死

・イエス(肯定のことば)

・神をみとめます

・シャンティー・ニラヤ（やすらぎのついの住処）という言葉
第32章 ついの住み処 
・講演活動とダギーへの手紙⇒やがて出版へ

・『マグニフィセント・ポテンシャル』ラーナー・ヒンショー著

・クロゴケ蜘蛛の毒と｢わたしは生きます｣という誓いと信じられないほどの光

第33章 エイズ 
わたしたちひとりひとりのなかに、想像もできないほどの徳が隠されている。見返りを求めることなく、あたえるという徳、判断することなく耳をかたむけるという徳、無条件に愛するという徳が

第34章 癒しの海 
ヒーリング･ウォータズ･ファーム

第４部 鷲の巻

第35章 奉仕のゆくえ 

第36章 カントリー・ドクター 
1989年の夏､5年前に農場を購入､4年後に果物と野菜

ホピの予言

第37章 卒業 
1990年7月､エリザベス・キューブラー・ロス・センターのオープニング

脳幹の悪性腫瘍のため幼い娘を亡くした母親からの手紙「わたしたちみんながそうであるように、ケイティも永遠に生きている。もっとも価値のあるものの本質はみんなで分かち合わなければならない。愛すること、分かち合うこと、他のいのちを豊かにすること、手をふれ、ふれられること。それ以上に価値あることが存在するだろうか？」

第38章 マニーの合図 
スコットランドの刑務所で受刑者と刑務所スタッフの両方が参加したワークショップを１週間開いた。

だれもが苦しみによって結ばれ、辛苦に耐えて成長するためだけに存在しているのだということに気づいた。

パパが死んだあとに最初に降る雪の日に雪の中から赤い薔薇の花を咲かせるといったジョークが本当になった。

第39章 よみがえる蝶 
心理状態の変化

・怒り、否定、取引、抑うつ、受容の５段階
涙の河のなかで時間を友とするのだ。

1995年5月13日、母の日の前日の夜明け､2度目の脳卒中

24時間だれかの看護に依存するようになった。

1997年1月､そんな体調の中で『人生は廻る輪のように』を執筆中

いのちの唯一の目的は成長することにある。偶然というものはない。

第40章 生とその過程について 
・学ぶために地球に送られてきたわたしたちが、学びのテストに合格したとき、卒業がゆるされる。未来の蝶をつつんでいるさなぎのように、たましいを解き放つ。そうなったら、痛みも恐れも、心配もなくなり、美しい蝶のように自由に飛翔して神の家に帰っていく。…そこではけっしてひとりになることはなく、わたしたちは成長をつづけ、歌い、踊る。愛した人たちのそばにいつもいて、想像を絶するほどの大きな愛につつまれて暮らす。
地球は長い間虐待されてきた。

地球全体が苦しみにあえいでいる。地球が生まれてからこのかた、いまほど衰弱した時期はない。あまりにも無思慮な搾取によって、地球は長い間虐待されてきた。神の庭園のめぐみをむさぼる人類が庭園を荒らしつくしてきた。兵器、貪欲、唯物論、破壊行動。それらがいのちを支配するルールになっている。恐ろしいことにいのちの意味について瞑想する人たちによって世代をこえてうけつがれてきたマントラ(真言)は力を失ってしまった。
まもなく地球がこの悪行を正す時期がくるとわたしは信じている。人類の所業に報いる大地震、洪水、火山の噴火などかつてない規模の自然災害がおこるだろう。わたしにはそれがみえる。わが亡霊たちからも聖書に描かれているような規模の異変が起こると聞いている。それ以外に、人々が目ざめる方法はないのか？自然をうやまうことを説き、霊性の必要性を説くためにとはいえ、ほかに道はないのか？

目には未来の光景が映っているが､わたしのこころはあとに残していく人たちに向けられている。どうか、恐れないでほしい。死が存在しないことを想起さえすれば、恐れる理由はなにもない。恐れることなく自己をみつめ、自己について知ってほしい。そして、いのちをやりがいのある課題だとみなしてほしい。もっとも困難な選択が最高の選択であり、正義と共鳴し、力と神への洞察をもたらす選択なのだ。神が人間にあたえた最高の贈り物は自由選択だ。偶然はない。人生で起こるすべてのことには肯定的な理由がある。峡谷を暴風からまもるために峡谷をおおってしまえば、自然が刻んだ美をみることはできなくなる。

この世からつぎの世への移行を目前にしているわたしには、天国か地獄かをきめるのはその人の現在の生きかたであることがよくわかる。いのちの唯一の目的は成長することにある。究極の学びは、無条件に愛し、愛される方法を身につけることにある。
・その真理は－宗教、経済体制、人種の差をこえて－すべての人の日常経験に共通するものだとわたしは確信している。

・あらゆる人はひとつの同じ本源からやってきて、その同じ本源に帰っていく。わたしたちはひとしく、無条件に愛し、愛されることを学ばなければならない。

・人生に起こるすべての苦難、すべての悪夢、神がくだした罰のようにみえるすべての試練は実際には神からの贈り物である。それらは成長の機会であり、成長こそがいのちのただひとつの目的なのだ。

・まず、自分を癒さなければ世界を癒すことはできない。
・わたしが神と呼ぶ、その同じ本源から生まれたわたしたちはだれでも、神性を賦与されている。自己の不死性に対する知識はその神性から生まれる。

・自然に死ぬまで生きなければならない。ひとりで死んでいく人はいない。だれもが想像をこえるほど大きなものに愛されている。

・だれもが祝福され、みちびかれている。

・人は自分がしたいと思うことしかしない。それを知ることが重要だ。たとえ貧しくても、飢えていても粗末な家に住んでいても、十全に生きることはできる。地球に生まれてきた者の使命さえはたしていれば、この世で最後の日にも、自己の人生を祝福することができる。いちばんむずかしいのは無条件の愛を身につけることだ。
・死は怖くない。
・死はこの形態のいのちからの、痛みも悩みもない別の存在形態への移行にすぎない。
・愛があればどんなことにも耐えられる。

・永遠に生きるのは愛だけなのだから。
夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所知多クリック内http：//www.chitac.com/

以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡　　　　　2011.1.17
